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限
り
な
い
可
能
性
を
胸
に
、
新
し
い
明
日
へ 

│ 

富
岡
一
中
・
二
中
卒
業
式



３月８日
　原子力損害賠償紛争審査会の能見善久会長に対し、原子力損害賠償に関する５項目を強く要望し
ました。また、原子力現地対策本部長の柳沢光美経済産業副大臣、松下忠洋復興副大臣、環境省政
務官ら政府関係者とも面会し、区域見直しによる賠償格差を生じさせないこと等を求めました。
１．財物の賠償基準を早期に示すこと
２．精神的損害賠償の平成24年３月以降の継続と長期化に伴い増額をすること
３．区域見直しに伴う賠償を全区域差別なく同一とすること
４．警戒区域内住民に対して見舞金を支払うこと
５．審査会委員の現地調査を強く要請する

３月14日
　野田佳彦首相に対して復興に関する９項目の要望を行いました。また、文部科学省、国土交通省、
環境省、厚生労働省、復興庁にも出向き、各大臣に要望活動を行いました。
１．区域見直しに伴う賠償を全区域差別なく同一とすること
２．財物の賠償基準を早期に示すこと
３．国・事業者の責任に基づく町内全域の除染を早急に実施すること
４．警戒区域内の生活環境整備を国の責任において早期に実施すること
５．帰還に向けて、雇用の創出、産業の振興計画を早期に示すこと
６．警戒区域内住民に対して見舞金を支払うこと
７．避難者のための災害復興住宅の整備を早急に実施すること
８．JR常磐線広野～原ノ町間を早急に復旧すること
９．常磐自動車道「富岡～相馬間」の早期整備と早期供用開始すること

国への要望状況

富
岡
町
長　

遠
藤　

勝
也　

町
民
の
皆
さ
ま
へ

町
民
の
皆
さ
ま
へ

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
長

引
く
避
難
生
活
で
体
力
的
に
も
精
神

的
に
も
疲
労
は
極
限
に
達
し
て
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
国
は

警
戒
区
域
の
見
直
し
に
よ
り
、
新
た

に
三
つ
の
避
難
指
示
区
域
を
設
定
す

る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

に
は
多
く
の
問
題
が
あ
る
と
の
判
断

か
ら
３
月
８
日
と
14
日
に
急
遽
要
望

活
動
を
行
い
、
14
日
は
野
田
佳
彦
首

相
へ
９
項
目
の
要
望
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

３
月
16
日
に
発
表
さ
れ
た
原
子
力

損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
の
損
害
賠
償

の
指
針
に
よ
る
と
、
新
た
な
区
域
設

定
で
損
害
賠
償
額
に
差
が
生
じ
る
こ

と
か
ら
、
富
岡
町
は
こ
れ
ま
で
通
り

町
内
全
て
の
区
域
に
お
い
て
財
物
補

償
を
同
一
に
取
り
扱
う
よ
う
強
く
求

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
間
貯
蔵
施

設
の
設
置
に
つ
い
て
は
政
府
の
考
え

が
揺
れ
動
き
、
一
ヶ
所
か
ら
三
ケ
所

へ
変
更
と
な
り
、
更
に
は
富
岡
町
に

既
存
す
る
管
理
型
処
分
場
の
活
用
計

画
を
唐
突
に
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
こ
と
は
双
葉
郡
全
体
の

問
題
で
も
あ
り
福
島
県
を
含
め
た
８

町
村
で
慎
重
に
協
議
を
重
ね
対
応
す

る
考
え
で
す
が
、
区
域
見
直
し
や
損

害
賠
償
な
ど
関
連
す
る
問
題
を
一
体

的
に
協
議
し
国
へ
求
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

私
達
の
今
後
の
生
活
に
大
き
く
関

わ
る
問
題
が
目
の
前
に
迫
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。
新
た
な
議
員
も
加
わ
っ

た
議
会
と
も
協
議
し
な
が
ら
こ
の
大

き
な
山
を
町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
乗

り
越
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
を
開
始
し
て
二
度
目
の

桜
の
開
花
を
迎
え
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
夜
の
森
の
桜
は
、
今
頃
つ
ぼ

み
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
ほ
ん
の
り
と

赤
ら
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

古
里
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
け
な

い
皆
さ
ま
の
た
め
に
、町
で
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
写
真
や
映
像
を

通
じ
桜
の
様
子
を
お
伝
え
で
き
る
よ

う
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
楽
し

み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

広報とみおか　（2）



　

児
童
た
ち
は
、
将
来
へ
の
希
望

を
発
表
し
た
あ
と
、「
輝
く
未
来

へ
向
か
っ
て
、
一
小
・
二
小
の
輝

く
伝
統
を
守
り
育
て
て
く
だ
さ

い
」と
別
れ
の
こ
と
ば
を
述
べ
、

最
後
に
元
気
良
く
両
校
の
校
歌
を

斉
唱
し
ま
し
た
。

伝伝伝伝伝
統統統
とと
校校校校校校
風風風

母
校
の
ババ
ト
ン
つつ
な
い
で

富富富富
岡岡
第第第
一一
・
第第第
二二
中中
学学
校校校校

　

３
月
13
日
、
三
春
町
の
富
岡
小

中
学
校
三
春
校
で
富
岡
一
中
・
二

中
の
合
同
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
11

名
の
生
徒
が
七
ヵ
月
間
学
ん
だ
校

舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
富
岡
一
中
の
相
良
昌

　

式
で
は
、
根
本
修
行
園
長
が
卒

園
す
る
４
人
の
園
児
一
人
ひ
と
り

に
修
了
証
書
を
手
渡
し
、「
幼
稚

園
で
の
思
い
出
を
忘
れ
ず
、
小
学

校
で
は
新
し
い
友
だ
ち
や
お
兄
さ

ん
お
姉
さ
ん
た
ち
と
仲
良
く
し
て

く
だ
さ
い
。
み
ん
な
ず
っ
と
友
だ

ち
で
す
」と
、
は
な
む
け
の
言
葉

を
送
り
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
一
人
は「
給
食
や
勉

強
、
遠
足
な
ど
、
当
た
り
前
の
学

校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
」と
小

学
校
入
学
に
向
け
て
の
希
望
を
述

べ
、
成
長
し
た
我
が
子
の
姿
を
見

つ
め
て
い
ま
し
た
。

　

町
立
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学

校
の
卒
園
、
卒
業
式
が
過
日
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
避
難
生
活
の
影
響
で

幼
稚
園
、
小
中
学
校
と
も
少
人
数

で
の
式
と
な
り
ま
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
に

向
っ
て
し
っ
か
り
と
前
を
見
つ

め
、
式
に
臨
み
ま
し
た
。

ずずず
っ
と
友友
だ
ち
で
いい
よ
う
ねね

町
立立
富富
岡岡
幼幼
稚稚
園園園

　

町
立
富
岡
幼
稚
園
の
卒
園
式

は
、
３
月
16
日
、
三
春
町
の
同
園

舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

彦
校
長
が「
今
を
大
切
に
、
今
だ

か
ら
出
来
る
こ
と
に
努
力
を
尽
く

し
て
く
だ
さ
い
」と
式
辞
を
述
べ
、

一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
を
授
与

し
ま
し
た
。

　

在
校
生
か
ら
の「
先
輩
た
ち
の

勇
気
や
努
力
、
優
し
さ
に
支
え
ら

れ
た
」と
い
う
送
辞
に
対
し
、
卒

業
生
を
代
表
し
て
富
岡
二
中
の
牧

内
美
樹
さ
ん
が「
富
岡
で
の
二
年

間
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
思
い
出
を

胸
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た

い
。
後
輩
た
ち
に
は
、
伝
統
と
校

風
を
守
っ
て
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で

ほ
し
い
」と
答
辞
を
述
べ
、
両
校

の
校
歌
を
斉
唱
し
旅
立
ち
を
祝
い

ま
し
た
。

可可可可
能能
性性
とと
いい
う

開
か
れれ
た
明
日日
へ

富
岡
富
岡
第第第
一
第
一

第
・
第
二二二
小
二
小
学
校
学
校校

　

富
岡
一
小
・
二
小
の
合
同
卒
業

式
が
、
３
月
20
日
、
三
春
町
の
富

岡
小
中
学
校
三
春
校
で
行
わ
れ
、

13
名
の
児
童
が
学
び
舎
を
後
に
し

ま
し
た
。

　

式
で
は
児
童
一
人
ひ
と
り
に
卒

業
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
富
岡
一
小

の
八
島
敬
校
長
が「
避
難
生
活
の

中
で
の
貴
重
な
体
験
に
よ
り
、
今

後
ど
ん
な
困
難
が
あ
っ
て
も
乗
り

越
え
ら
れ
る
強
さ
が
身
に
付
い
た

と
思
い
ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

 

避
難
生
活
の
中
、
旅
立
ち
の
時　

避
難
生
活
の

旅
立

未
来
に
向
っ
て
羽
ば
た
く
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当初予算は70億4,683万円
基　金　名 平成23年度末

残 高
平成2 4年度中 平成24年度末

残 高積 立 金 取り崩し額
財 政 調 整 基 金 2,157,113 3,408 189,275 1,971,246
減 債 基 金 254,181 52 7,219 247,014

特　

定　

目　

的　

基　

金

行政財産維持基金 445,037 89 0 445,126
公共用施設維持基金 5,861 2 0 5,863
社 会 福 祉 基 金 276,557 165 0 276,722
町 勢 振 興 基 金 40,058 7 0 40,065
文 化 振 興 基 金 262,027 1,262 1 263,288
ふるさと水と土基金 10,705 11 0 10,716
滝川ダム建設対策基金 385,928 129 123,000 263,057
さくら事業基金 1,994 3 0 1,997
公共用施設維持運営基金 917,519 1,054,697 912,500 1,059,716
電源交付金公共用施設維持基金 142,409 29 0 142,438
双葉地区教育構想支援基金 37,361 34 1,547 35,848
災 害 復 興 基 金 852,583 150 0 852,733

小　計 3,378,039 1,056,578 1,037,048 3,397,569
計 5,789,333 1,060,038 1,233,542 5,615,829

会　計　名 平成23年度末
残 高

平成2 4年度中 平成24年度末
残 高起債見込額 償還見込額

一 般 会 計 2,515,853 1,200,000 411,335 3,304,518
蛇谷須地区特定環境保全公共下水道 73,658 10,330 63,328
公 共 下 水 道 4,122,168 267,516 3,854,652
農 業 集 落 排 水 1,087,815 56,375 1,031,440
曲田土地区画整理 14,519 11,635 2,884

計 7,814,013 1,200,000 757,190 8,256,822

基金の状況（見込額）

地方債現在高（見込額）

（単位：千円）

（単位：千円）

一
般
会
計　

歳
入

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
税
収
等

の
自
主
財
源
が
前
年
度
比
11
億

６
，６
１
３
万
円
の
減
額
と
な
る

見
込
み
で
す
。

　

主
要
な
財
源
の
一
つ
で
あ
る

町
税
は
、
前
年
度
対
比
15
億

２
，０
１
５
万
円
の
減
額
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
震
災
に

伴
う
減
免
に
よ
り
住
民
税
及
び
固

定
資
産
税
が
大
幅
に
減
収
に
な
る

と
見
込
ま
れ
る
た
め
で
す
。

　

一
方
、依
存
財
源
と
よ
ば
れ
る
、

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源

は
、
前
年
度
比
14
億
９
，９
８
１

万
円
の
増
額
と
な
る
見
込
み
で

す
。

　

国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
郡

山
市
内
に
建
設
す
る
老
人
ホ
ー

ム
建
設
整
備
事
業
に
伴
う
補
助

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算
が
、
３
月
定
例
議
会
に
お

い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
、

70
億
４
，６
８
３
万
円
と
、
前
年
度
に
比
べ
３
億
３
，３
６
９
万

円（
５
％
）増
加
し
て
い
ま
す
。
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
既

存
の
事
業
の
内
、
実
施
不
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
縮
減
し
、

財
源
の
確
保
に
努
め
、
震
災
に
よ
る
事
業
を
新
た
に
設
け
、
避

難
対
応
に
重
点
を
お
き
ま
し
た
。金

等
に
よ
り
前
年
度
比
３
億

８
，６
８
７
万
円
の
増
額
見
込
み

で
す
。

　

県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
原
発

事
故
に
伴
う
核
燃
料
税
交
付
の
配

分
が
無
く
な
っ
た
こ
と
等
に
よ

り
、
１
憶
５
，６
６
７
万
円
の
減

額
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

地
方
債
は
、
前
年
度
比
12
億
８
，

０
０
０
万
円
の
増
額
で
、
震
災
に

よ
り
、
町
税
等
の
収
入
が
大
幅
に

減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
歳
入
欠
か

ん
債
を
９
億
円
起
債
予
定
で
す
。

繰
入
金
に
つ
い
て
も
前
年
度
比

６
億
８
，２
８
１
万
円
の
増
額
で
、

基
金
の
取
り
崩
し
額
は
12
億
３
，

３
５
４
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
国
の
予
算
編
成
に
よ
り
地
方

交
付
税
等
の
財
源
が
新
た
に
確
保

さ
れ
れ
ば
起
債
の
発
行
や
基
金
の

取
り
崩
し
を
抑
制
し
、
財
政
の
健

全
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

歳入 70億4,683万円

自主財源
41.7％

町税（22.5％）
15億8,948万5千円

財産収入（0.1％）
764万円
分担金・負担金（0％）
6千円

繰越金・諸収入（1.6％）
1億1,077万1千円

繰入金（17.5％）
12億3,354万6千円

使用料・手数料等（0％）
78万9千円

国庫支出金（24.3％）
17億1,205万9千円

県支出金（6.6％）
4億6,402万8千円

地方譲与税（0.9％）
6,573万3千円

各種交付金（6.6％）
4億6,277万3千円

町債（19.9％）
14億円

依存財源
58.3％

広報とみおか　（4）



平成24年度 一般会計
会　計　名 24年度予算 増減額

国 民 健 康 保 険 事 業 1,657,187 211,785

公 設 地 方 卸 売 市 場 事 業 23 △1,316

蛇谷須地区特定環境保全公共下水道事業 13,933 △19,871

公 共 下 水 道 事 業 585,939 △221,645

農 業 集 落 排 水 事 業 80,569 △42,899

曲 田 土 地 区 画 整 理 事 業 21,357 △283,555

介 護 保 険 事 業 1,154,295 204,816

後 期 高 齢 者 医 療 103,552 △5,845

仮 設 診 療 所 59,066 59,066

介 護 サ ー ビ ス 事 業 3,535 3,535

3,679,456 △95,929

民 生 費 156,796 衛 生 費 18,993

土 木 費 53,130 消 防 費 15,331

総 務 費 135,769 商 工 費 10,642

教 育 費 24,052 議 会 費 7,579

公 債 費 30,584 そ の 他 6,433

農 林 水 産 業 費 21,277

※人口14,663人　平成24年２月現在人口

特別会計予算

町民１人当たり
480,586円が使われます。

（単位：千円）

（単位：円）

一
般
会
計　

歳
出

　

歳
出
に
お
い
て
前
年
度
よ
り
増

額
と
な
っ
た
の
は
、
総
務
費
、
民

生
費
、
災
害
復
旧
費
で
す
。
総
務

費
は
前
年
度
比
10
億
６
８
８
万
円

増
額
で
す
。
主
な
要
因
は
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
事
業
や
施

設
管
理
を
目
的
と
し
た
公
共
用
施

設
維
持
運
営
基
金
へ
の
積
立
金
が

10
億
５
，４
５
１
万
円
で
前
年
度

比
９
億
４
，５
１
４
万
円
増
額
と

な
り
ま
す
。
民
生
費
は
、
前
年
度

比
４
億
１
，１
８
５
万
円
の
増
額

で
す
。
主
な
要
因
は
、
新
規
事
業

の
老
人
ホ
ー
ム
建
設
整
備
事
業
の

３
億
８
，１
０
０
万
円
と
東
日
本

大
震
災
関
連
の
貸
付
、
弔
慰
金
支

給
事
業
の
３
億
７
，２
２
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
復
旧
費

は
、
災
害
に
よ
り
破
損
し
た
道
路

橋
梁
等
を
復
旧
す
る
た
め
の
経
費

で
、
前
年
度
比
５
，２
４
０
万
円

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

大
き
な
減
額
と
な
っ
た
も
の
は
教

育
費
、
土
木
費
、
農
林
水
産
業
費

等
で
す
。
教
育
費
は
小
中
学
校
管

理
費
や
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
費
等

の
減
に
よ
り
３
億
２
，５
５
１
万

円
の
減
、
土
木
費
は
曲
田
土
地
区

画
整
理
事
業
や
道
路
橋
梁
の
新

設
改
良
事
業
の
中
止
等
に
よ
り

２
億
４
４
７
万
円
の
減
額
と
な
っ

て
お
り
、
農
林
水
産
業
費
は
漁
港

整
備
費
等
の
減
に
よ
り
２
億
41
万

円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

24
年
度
の
主
な
事
業

▼
町
づ
く
り
活
性
化
事
業

　

１
，５
５
９
万
円

▼
自
立
支
援
事
業

　

２
憶
７
９
４
万
円

▼
老
人
ホ
ー
ム
建
設
事
業

　

３
億
８
，４
６
７
万
円

▼
乳
幼
児
等
医
療
助
成
事
業

　

４
，６
０
３
万
円

▼
新
児
童
手
当
法
こ
ど
も
手
当
支

給
事
業（
仮
称
）

　

２
億
２
，０
９
５
万
円

▼
予
防
接
種
事
業

　

１
，６
３
２
万
円

▼
保
健
対
策
事
業
費

　

３
，９
４
７
万
円

▼
就
園
就
学
援
助
補
助
事
業

　

３
，１
０
０
万
円

▼
応
急
仮
設
住
宅
維
持
管
理
事
業

　

１
億
２
３
３
万
円

▼
道
路
橋
梁
施
設
災
害
復
旧
事
業

　

４
，３
６
５
万
円

歳出 70億4,683万円

民生費（32.6％）
22億9,910万5千円

土木費（11.1％）
7億7,903万9千円 総務費（28.2％）

19億9,077万9千円

教育費（5.0％）
3億5,267万9千円

公債費（6.4％）
4億4,846万円

農林水産業費（4.4％）
3億1,198万7千円

衛生費（4.0％）
2億7,849万1千円

消防費（3.2％）
2億2,480万4千円

商工費（2.2％）
1億5,603万8千円

議会費（1.6％）
1億1,112万8千円
災害復旧費（0.7％）
5,245万9千円
その他（0.6％）
4,186万4千円

（5）　広報とみおか



保
育
料
の
助
成
に
つ
い
て

　

富
岡
町
か
ら
住
民
票
を
移
さ
ず
避

難
し
て
い
る
方
で
保
育
所
へ
の
入
所

を
希
望
し
て
い
る
方
は
、
平
成
24

年
１
月
１
日
に
原
発
避
難
者
特
例
法

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
避
難

先
の
市
町
村
で
保
育
入
所
の
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
但
し
避
難
先
の
自
治
体
等
に

よ
っ
て
は
、
保
育
料
負
担
金
が
発
生

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
町
で
は
、
保
護
者
が

納
付
し
た
保
育
料
の
助
成
支
援
を

行
い
ま
す
。
申
請
書
は
、
富
岡
町

役
場
郡
山
事
務
所
・
い
わ
き
・
大

玉
・
三
春
の
各
出
張
所
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
富
岡
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

﹇
災
害
版
﹈）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
書
の
受
付
は
富
岡

町
役
場
郡
山
事
務
所
と
な
り
ま

す
。
来
所
、
又
は
郵
送
に
て
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

※
３
歳
児
以
上
で
幼
稚
園
に
入
園

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
富
岡
町

教
育
委
員
会
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

問
保
育
所
運
営
班

　

富
岡
町
教
育
委
員
会

富
岡
町
生
活
支
援
貸
付
金

の
返
済
に
つ
い
て

　

町
で
は
東
日
本
大
震
災
に
伴

い
、
平
成
23
年
３
月
28
日
よ
り
生

活
支
援
金
の
貸
付（
一
人
に
つ
き

２
万
円
）を
実
施
し
て
お
り
ま
し

た
。（
同
貸
付
は
平
成
23
年
12
月

末
日
で
終
了
し
ま
し
た
）

【
ご
利
用
に
な
ら
れ
た
方
へ
】

　

返
済
は
貸
付
期
日
か
ら
一
年
以

内
と
な
り
ま
す
。
返
済
方
法
は
、

富
岡
町
役
場
郡
山
事
務
所
出
納
室

へ
持
参
、
ま
た
は
左
記
口
座
に
お

振
り
込
み
く
だ
さ
い
。（
手
数
料

は
有
料
と
な
り
ま
す
）

▼
口
座
振
込
に
よ
る
返
済

　

銀
行
名　

東
邦
銀
行
富
岡
支
店

　

口
座
番
号　

２
５
３

　
口
座
名
義
人　

富ト
ミ
オ
カ
マ
チ
カ
イ
ケ
イ

岡
町
会
計
管カ

ン
リ
シ
ャ

理
者

※
振
込
の
場
合「
備
考
」欄
に「
貸

付
金
返
済
」と
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
納
付
書
に
よ
る
返
済

　

町
で
指
定
す
る
金
融
機
関
を
利

用
す
る
場
合
、
納
付
書
に
よ
る

返
済
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。（
手
数
料
は
無

料
と
な
り
ま
す
）

問
出
納
班

富
岡
町
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

「
リ
フ
レ
富
岡
」施
設
利
用
回

数
券
の
払
い
戻
し
に
つ
い
て

　

リ
フ
レ
富
岡
は
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
、
温
泉
施
設
・
設
備
の

破
損
や
プ
ー
ル
の
天
井
の
落
下
な

ど
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た

が
、
原
発
避
難
指
示
に
よ
り
町
内

へ
の
立
ち
入
り
が
で
き
な
い
た

め
、
供
用
開
始
の
目
途
は
立
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
利
用

回
数
券
の
払
い
戻
し
を
受
付
け
ま

す
。

▼
払
い
戻
し
の
受
付
期
間

　

平
成
24
年
４
月
２
日（
月
）〜

　

平
成
24
年
９
月
28
日（
金
）ま
で

▼
払
い
戻
し
を
行
う
回
数
券

　

全
館
・
温
泉
・
プ
ー
ル
及
び
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
施
設
利

用
回
数
券（
優
待
券
等
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
）

▼
払
い
戻
し
の
請
求
方
法

　

富
岡
町
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
使

用
料
還
付
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
回
数
券
を
添
え
て

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
で

の
申
請
も
で
き
ま
す
の
で
、
お

問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
払
い
戻
し
の
支
払
方
法

　

お
支
払
い
は
口
座
振
込
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
必
ず
申
請
書
に

口
座
情
報
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
払
い
戻
し
の
額

　

回
数
券
の
残
枚
数
に
よ
り
、
左
表

の
と
お
り
払
い
戻
し
い
た
し
ま
す
。

問
健
康
福
祉
課

残枚数
区分

12枚 11枚 10枚 9枚 8枚 7枚 6枚 5枚 4枚 3枚 2枚 1枚

全　

館

大人 10,300 10,150 10,000 9,000 8,000 7,000 6,000 5,000 4,000 3,000 2,000 1,000

中学生 4,800 4,650 4,500 4,050 3,600 3,150 2,700 2,250 1,800 1,350 900 450

小学生 3,000 3,000 3,000 2,700 2,400 2,100 1,800 1,500 1,200 900 600 300

温　

泉

大人 5,300 5,150 5,000 4,500 4,000 3,500 3,000 2,500 2,000 1,500 1,000 500

中学生 2,800 2,650 2,500 2,250 2,000 1,750 1,500 1,250 1,000 750 500 250

小学生 1,000 1,000 1,000 900 800 700 600 500 400 300 200 100

プ
ー
ル

大人 7,000 7,000 7,000 6,300 5,600 4,900 4,200 3,500 2,800 2,100 1,400 700

小中学生 3,000 3,000 3,000 2,700 2,400 2,100 1,800 1,500 1,200 900 600 300

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム

大人 3,000 3,000 3,000 2,700 2,400 2,100 1,800 1,500 1,200 900 600 300

中学生 3,000 3,000 3,000 2,700 2,400 2,100 1,800 1,500 1,200 900 600 300

（円）

お 知 ら せ

広報とみおか　（6）



と
み
お
か
元
気
ア
ッ
プ
教
室
の
ご
案
内

　

長
引
く
避
難
生
活
で
運
動
等
を

す
る
機
会
が
少
な
く
な
り
、
体
力

の
低
下
や
筋
力
の
衰
え
を
感
じ
て

い
る
方
々
を
対
象
に
、
ス
ト
レ
ッ

チ
を
中
心
と
し
た
教
室
を
左
記
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間　

週
１
回

　

平
成
24
年
５
月
〜
平
成
25
年
３
月

▼
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
方
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間

　

４
月
９
日
〜
４
月
23
日

▼
申
込
方
法

※
申
込
用
紙
は
、
富
岡
町
役
場

郡
山
事
務
所
・
い
わ
き
・
三

春
・
大
玉
の
各
出
張
所
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
富
岡
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ﹇
災
害
版
﹈）か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　
　

な
お
、
申
請
書
の
受
付
は
富

岡
町
役
場
郡
山
事
務
所
と
な
り

ま
す
。
来
所
、
又
は
郵
送
に
て

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費　

無
料

問
介
護
保
険
係

福
島
県
立
図
書
館

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

距
離
や
時
間
の
都
合
等
で
県
立

図
書
館
の
利
用
が
難
し
か
っ
た
県

民
の
皆
さ
ま
に
も
資
料（
図
書
や

雑
誌
な
ど
）を
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
に
、
宅
配（
有
料
）に
よ
る
資

料
の
貸
出
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
有
料
宅
配
の
地
域

　

福
島
県
内

※
震
災
の
影
響
で
県
外
に
避
難
さ

れ
て
い
る
方
は
、
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

▼
有
料
宅
配
を
ご
利
用
い
た
だ
け

る
方

　

県
立
図
書
館
に
利
用
登
録
さ
れ

て
い
る
方
。（
利
用
カ
ー
ド
を

お
持
ち
で
な
い
方
は
、
郵
送
で

も
登
録
申
請
が
で
き
ま
す
）

▼
利
用
で
き
る
資
料
・
冊
数
・
期
間

・
資
料　

貸
出
可
能
な
県
立
図
書

館
所
蔵
の
資
料

・
冊
数　

10
冊
以
内

・
期
間　

15
日
以
内（
往
復
の
配

送
期
間
を
含
む
）

▼
申
込
方
法

　

資
料
宅
配
サ
ー
ビ
ス
申
込
書
に

よ
り
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
県
立
図
書
館

に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
資
料
の
送
付
に
つ
い
て

　

送
付
代
金
は
利
用
さ
れ
る
方
の

ご
負
担
と
な
り
ま
す
。
着
払
い

に
て
発
送
い
た
し
ま
す
。

▼
返
却
方
法

・
定
め
ら
れ
た
返
却
期
日
ま
で
に

郵
便
、
宅
配
便（
宅
配
業
者
の

正
規
料
金
と
な
り
ま
す
）な
ど

都
合
の
良
い
方
法
で
、
送
り
主

負
担
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

・
直
接
県
立
図
書
館
に
返
却
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
遠
隔
地
返
却
を
受
け
付
け
て
い

る
市
町
村
図
書
館
・
公
民
館
図

書
室
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
返
却
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
そ
の
他

・
資
料
を
紛
失
し
た
り
、
著
し
く

汚
損
・
破
損
を
し
た
場
合
に

は
、弁
償
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
詳
細
は
県
立
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

下
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
立
図
書
館　

　

資
料
情
報
サ
ー
ビ
ス
部

　

〒
９
６
０‒

８
０
０
３

　

福
島
県
福
島
市
森
合
字
西
養
山

１
番
地

　

☎
０
２
４‒

５
３
５‒

３
２
１
８

　

℻
０
２
４‒

５
３
６‒

４
７
８
７

　

ippan@
library.fks.ed.jp

　

http://w
w
w
.library.fks.

ed.jp/

新議員14人が決定
　任期満了に伴う町議会議員一般選挙は、３月15日告示・３月25日
投票で行われ、新議員14人が決まりました。（得票順）

氏　名 年齢 党派 当選回数
渡　辺　三　男 60 無現 5
早　川　恒　久 43 無新 1
宮　本　皓　一 65 無現 4
安　藤　正　純 57 無新 1
高　橋　　　実 54 無現 5
遠　藤　一　善 51 無新 1
山　本　育　男 53 無現 4
塚　野　芳　美 61 無現 5
黒　沢　英　男 69 無現 5
高　野　　　泰 62 無現 4
三　瓶　一　郎 67 無現 8
渡　辺　光　夫 64 無新 1
宇佐神　幸　一 57 無新 1
渡　辺　英　博 62 民現 4

開催場所 開催日時

郡山市南１丁目応急仮設住宅集会所 毎週月曜日 10：00～11：30

郡山市富田町おだがいさまセンター 毎週水曜日 10：00～11：30

郡山市緑ヶ丘応急仮設住宅集会所 毎週水曜日 14：00～15：30

三春町平沢応急仮設住宅集会所 毎週火曜日 10：00～11：30

大玉村安達太良応急仮設住宅Ｃ棟集会所 毎週木曜日 14：00～15：30

いわき市泉玉露応急仮設住宅集会所 毎週火曜日 14：00～15：30

お 知 ら せ
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１．対象車両
①対象期間　平成24年４月１日　0：00～平成24年９月30日　24：00
②対 象 者　原発事故による避難者（震災時に警戒区域等※１を生活の本拠としていた方）
③対象車種　全車種（避難者が運転又は同乗している車両）
④対象走行　原発周辺の対象インターチェンジを入口または出口とする走行
・出口料金所で確認用書面を提示する必要があります。
・入口料金所、出口料金所では一般レーンを通行する必要があります。
・ETC無線走行では無料措置とされません。また、スマートIC（ETC専用IC）から出入りした
場合も無料となりません。
・首都高速、東京外環道など、東北地方のNEXCO路線と一体で料金を徴収されない高速道路
は対象外です。
　※１警戒区域及び計画的避難区域に指定されている地域並びに緊急時避難準備区域に指定さ

れていた地域（実施期間中に警戒区域及び計画的避難区域の見直しが行われた場合にお
いても、当面対象となる避難者の範囲は変更しません）

２．対象インターチェンジ

３．出口料金所で提示が必要な書面
　入口料金所で受け取った通行券とあわせて、下記の書面の提示が必要となります。
（原本の提示が必要：コピー不可）
確認事項 必　要　書　面
①避 難 元 被災時に警戒区域等を生活の本拠としていたことを証明する書面

運転免許証、パスポート、健康保険証、住民票の写し、被災証明書、
罹災証明書等の公的機関が発行するもの

②本人確認 運転免許証、パスポート、健康保険証等の公的機関が発行する書面

■問NEXCO東日本お客さまセンター　☎0570ｰ024ｰ024（ナビダイヤル）

※２相馬・南相馬については相馬～南相馬間
の開通後に対象インターチェンジに追加
されます。

高速道路を利用する際の避難者への支援が変わりました。高速道路を利用する際の避難者への支援が変わりました。

お 知 ら せ

路線名 対象インターチェンジ

東北自動車道 国見・福島飯坂・福島西
二本松・本宮

磐越自動車道 いわき三和・小野・船引三春
郡山東

常磐自動車道 山元・相馬※2・南相馬※2

広野・いわき四倉・いわき中央

　原発事故による避難者であっても、上記
の対象インターチェンジを入口または出口
として使用しないと、無料措置の対象とな
りませんので、ご注意ください。
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T O P I C S
多くの町民が審議に参加消火器の使用法を学ぶ参加者

優勝カップを手にする林君（左）と根本君

喜びに沸く、指導者と保護者の皆さん
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町民同士のつながり・・・栃木県在住者のコミュニティー

静岡県富士市・岳鉄イカシ隊「がんばろう福島」号出発

　栃木県に避難されている富岡町民の皆さんの会「夜
の森さくら会」の第１回会合が、２月19日に宇都宮市
で行われました。
　栃木県では284名の皆さんが避難生活を送られてい
ますが、夜の森さくら会は、町民同士のつながりを大
切にしようと、地元のボランティア団体の協力により
結成され、この日は町民15人が参加し、近況などを
語り合いながら懇親を深めました。
　また、会では来たる４月11日に宇都宮市八幡公園
で花見の開催を予定しており、会員の皆さんからは「花
見を通してたくさんの方々と交流したい」との意見が
多く出されました。

《夜の森さくら会》
　会　長　磯村福治さん（電話 090－3759－5100）
　E-mail  fuku.isomura@i.softbank.jp
　〈協力団体〉
　とちぎ暮らし応援会（電話 028－623－3455）

　２月25日（土）に、静岡県富士市にある岳南鉄道の
保存活動に取り組んでいる岳鉄イカシ隊が中心とな
り、特別列車「がんばろう福島」号が、春の訪れを待ち
侘びる富士の町を走り抜けました。
　今回のイベントは、避難を余儀なくされている富岡
町の子どもたちを中心として「今の想い」を綴ったハガ
キメッセージ369枚を車内に展示して、避難されてい
る方々に交流の場をもってもらいたいという思いから
はじまりました。
　メッセージには、小中学生や高校生たちが、3月11
日以後の社会をどのように受け止めているかという心
境が綴られ、働き盛りの世代の率直な思い、80代以

み ん な の ひ ろ ば

上の方々の故郷に寄せる想いが詰まったメッセージも展示されて
いました。参加者は、それぞれの置かれた様々な状況とそれぞれ
の想いが綴られたメッセージを真剣に読んでいました。また車内
では、ジャズの生演奏も行われました。今回は、参加者同士の交
流の時間をゆっくり取れなかったこともあり、岳鉄イカシ隊では、
メッセージを多くの方に見ていただき、お茶会などの交流の場を
広げていきたいと考えています。メッセージの回覧をご希望され
る方は、岳鉄イカシ隊事務局（Tel 0545-38-0088）まで、ご連絡
ください。

▲がんばろう福島号

▲車内に展示されたメッセージカード

の
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町 内 の 放 射 線 量町 内 の 放 射 線 量
富岡町が独自に実施した町内の空間放射線量の測定結果をお知らせします（単位：マイクロシーベルト/ｈ）

測定場所
３月19日（晴れ）

測定場所
３月15日(晴れ)

地上１ｍ 地上１㎝ 地上１ｍ 地上１㎝
下千里消防屯所 4.98 4.85 小浜住宅団地内公園前 6.33 7.35 
上千里消防屯所 3.29 4.28 双葉環境センター 2.92 3.72 
杉内消防屯所 3.17 4.01 ＮＨＫ電波塔入口（浜街道） 6.31 8.96 
第二工業団地入口 3.69 5.05 深谷集会所 8.12 11.20 
高津戸集会所 7.15 10.50 赤坂神社前 9.09 11.80 
富岡第二中学校 5.68 6.83 太平洋ブリーディング前 16.90 26.30 
新夜ノ森集会所 7.75 11.30 みよし前交差点 10.70 16.10 
夜の森公園 3.53 5.34 富岡自動車学校前 10.90 16.50 
松の前待避所 13.70 21.50 リフレ富岡 6.62 8.49 
小良ヶ浜集会所 9.25 11.60 東洋育成園前 5.59 6.60 
町境（小良ヶ浜地区） 6.02 8.68 富岡インター駐車場 5.93 6.23 
深谷消防屯所 7.95 12.10 上手岡児童館 4.28 4.39 
富岡野球場 7.25 10.20 下千里ライスセンター前 4.23 5.13 
観陽亭前 1.31 1.38 館山荘前 5.46 5.28 
富岡合同庁舎西側 4.13 6.10 夜の森つつみ公園 7.07 9.47 
富岡養護学校 5.63 7.43 総合グラウンド東側駐車場 7.94 11.00 
老人福祉センター 8.13 10.80 華の樹前 9.15 12.00 
夜ノ森駅 9.32 12.80 宝泉寺前 6.28 8.05 
王塚集会所 7.31 11.00 国道６号第二原発入口前 1.84 2.07 
諏訪神社前 5.77 7.97 猪狩スタンド前 1.76 2.65 
上本町消防屯所 4.11 6.50 なべや駐車場前 1.57 1.65 
上本町集会所 4.03 5.16 大東銀行富岡支店前 4.07 5.38 
リベラルヒルズ入口 3.11 4.78 富岡漁港 1.21 1.19 
赤木集会所 2.45 3.39 サンライズイン富岡前 1.56 2.26 
上郡山集会所 2.97 3.36 福島富岡簡易裁判所前 2.98 4.90 
太田集会所 1.60 2.32 ヨークベニマル富岡店前 3.38 5.23 
原下消防屯所 1.39 2.00 今村病院前 6.02 10.20 
富岡駅 0.60 0.48 福島銀行富岡支店前 3.35 5.82 
清水消防屯所 2.27 3.67 龍台寺前 3.61 5.12 
役場 2.63 4.23 清水団地前 3.08 3.57 
浄化センター 0.95 0.87 猪狩電気通信工業前 3.53 5.46 
毛萱集会場 0.81 0.98 上郡消防屯所 2.97 4.05 
富岡保育所 2.82 3.04 岩井戸鉱泉 1.70 2.00 
中央児童館 3.56 4.73 富岡工業団地 2.54 3.39 
栄町駐車場 2.46 3.40 成沢の滝入口 2.32 1.92 
岩井戸消防屯所 2.04 2.67 沼名子橋 3.83 5.52 

測定器：γ線用シンチレーションサーベイメータ（日立アロカメディカル社製）
【年間放射線量　算出方法】 　※1ミリシーベルト＝1000マイクロシーベルト
　１日のうち屋外に８時間、屋内（遮へい効果（0.4倍）のある木造家屋）に16時間滞在するという生活パターンを仮定した場合
　今回の測定値×（８時間＋0.4×16時間）×365日＝年間放射線量（マイクロシーベルト）
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発行　富岡町　〒963－0201　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48－5
　　　　　　　TEL：0120－33－6466　FAX：024－961－3441
　　　　　　　E-mail：tomioka.machi@gmail.com
　　　　　　　富岡町公式ホームページ【災害版】　http://www.tomioka-town.jp/
　　　　　　　 郡山駅前９番乗場発　新池下団地行き または　大槻行き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　停留所　西の宮停留所

連 絡 先 一 覧
C o n t a c t

この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証され、適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

避難先届出のお願い
　避難先住所の届出をされていない方や避難
先を移動された方は、電話等により避難先の
情報を富岡町役場に届け出てください。

○富岡町社会福祉協議会
　〒963－8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　富岡町高齢者等サポート拠点おだがいさまセンター内
　☎024－935－3345  FAX024－935－3334

○財団法人富岡町体育協会
　〒963－0201
　福島県郡山市大槻町字中柵31－１
　大槻公民館大槻分室内
　☎080－2826－0227　FAX024－961－1301

○NPO法人さくらスポーツクラブ
　〒963－0201
　福島県郡山市大槻町字中柵31－１
　大槻公民館大槻分室内
　☎080－3141－0068　FAX024－961－1301

○富岡町生活復興支援おだがいさまセンター
　〒963－8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　☎024－935－3332  FAX024－935－3334

○富岡町さくらサロン
　〒960－8253
　福島県福島市泉字泉川15－７
　☎024－557－8780　

○ふくしま絆カフェ富岡
　〒963－8833
　福島県郡山市香久池１丁目20－27
　☎024－925－2337

○富岡町役場郡山事務所
　〒963－0201
　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48－５
　☎0120－33－6466  FAX 024－961－3441
・富岡町役場郡山事務所分室 一時帰宅対策班
　〒963－0201
　福島県郡山市大槻町字反田５－５
　☎0120－33－6466  FAX024－953－6391

○富岡町教育委員会
　〒963－0107
　福島県郡山市安積１丁目39－1
　山口薬品ビル内（安積行政センター東隣）
　☎0120－33－6466  FAX 024－945－0348

○いわき出張所
　〒970－8026
　福島県いわき市平字梅本15
　福島県いわき合同庁舎南分庁舎２階
　☎0120－33－6466  FAX0246－88－1975

○三春出張所
　〒963－7719
　福島県田村郡三春町貝山字泉沢100－１
　☎0120－33－6466  FAX0247－62－0901

○大玉出張所
　〒969－1302
　福島県安達郡大玉村玉井字台45－１
　☎0120－33－6466  FAX0243－48－1147
・大玉仮設診療所
　〒969－1302
　福島県安達郡大玉村字横堀平158－10
　☎0243－48－4710  FAX0243－48－4710

○富岡町議会事務局
　〒963－0201
　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48－５
　☎0120－33－6466  FAX024－961－3441



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 72
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 72
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /ClipComplexRegions true
        /ConvertStrokesToOutlines false
        /ConvertTextToOutlines false
        /GradientResolution 400
        /LineArtTextResolution 1200
        /PresetName <FEFF005B9AD889E350CF5EA6005D>
        /PresetSelector /HighResolution
        /RasterVectorBalance 1
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


